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現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成

に要する期
間

1 2

コロナが5類に移行してから運営推進会議を対
面に戻し町内の方との交流も再開出来るように
はなったが、地域の関わりが現状少ない為町
内の行事に参加する他小学校や中学校との交
流も今後作り、地域資源の活用も含め実施して
いきたい

地域との付き合いを広め地域の方達に当施
設を知ってもらう

町内の会議に参加し行事に参加する。小学校
や中学校に足を運び当施設の存在を認知して
もらい、見学等の受け入れ出来る旨を伝える

1年

2 34

選難訓練、災害訓練の内容の見直しを行う。避
難誘導後の避難先、避難経路、職員の役割や
家族への連絡手段等の周知、地域の方達の役
割分担を明確にしておく

玄関先まで避難した後の避難方法、行く先
の決定、その時の職員の役割分担を決め
る。地域の方達がお手伝いへ来られた際地
域の方にお願い出来る事を明確にする。避
難先を決定し家族に事前に周知してもらい
連絡がつかなくても安心してもらえる環境を

運営推進会議時ポプラが火災、災害時どこに
避難しているか周知してもらう為伝達する。近
隣の方が協力して下さる事になった際の手順
を決めておく。家族へポプラ便りと一緒に災害
訓練結果をお伝えし、手順、避難場所、職員の
動きを知ってもらう。

1年
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4
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　　　　　　　　　　　　目標達成計画

【目標達成計画】　


